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【
第
１
号
議
案
】

平
成
30
年
産
麦
か
ら
適
用
す
る
農
作
物
危
険

段
階
基
準
共
済
掛
金
率
の
設
定
に
つ
い
て

　
平
成
30
年
産
麦
か
ら
適
用
す
る
農
作
物
危

険
段
階
基
準
共
済
掛
金
率
の
設
定
方
法
及
び

共
済
掛
金
率
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

【
第
２
号
議
案
】

平
成
30
年
産
果
樹
か
ら
適
用
す
る
果
樹
危
険

段
階
基
準
共
済
掛
金
率
の
設
定
に
つ
い
て

　
平
成
30
年
産
果
樹
か
ら
適
用
す
る
果
樹
危

険
段
階
基
準
共
済
掛
金
率
の
設
定
方
法
及
び

共
済
掛
金
率
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

【
第
３
号
議
案
】

平
成
28
年
度
事
業
報
告
書
、
財
産
目
録
、
貸

借
対
照
表
、
損
益
計
算
書
、
剰
余
金
処
分
案

及
び
不
足
金
処
理
案
の
承
認
に
つ
い
て

　
平
成
28
年
度
の
全
事
業
の
引
受
実
績
は
、

共
済
金
額
１
兆
７
４
４
５
億
２
９
８
３
万
円

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
組
合
員
に
支
払
わ
れ

た
共
済
金
は
、
合
計
で
21
億
２
６
０
８
万
円

と
な
り
ま
し
た
。

【
第
４
号
議
案
】

平
成
29
年
度
事
業
計
画
設
定
の
承
認
に
つ

い
て

　

本
年
度
の
全
事
業
の
共
済
金
額
は
１
兆

６
９
４
７
億
８
９
８
４
万
円
の
計
画
で
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

【
第
５
号
議
案
】

平
成
29
年
度
事
務
費
の
賦
課
額
及
び
賦
課

方
法
の
決
定
に
つ
い
て

　

本
年
度
の
事
務
費
賦
課
額
総
額
は
13
億

８
０
２
３
万
円
に
な
り
ま
す
。

【
第
６
号
議
案
】

平
成
29
年
度
役
員
、
顧
問
弁
護
士
及
び
共
済

部
長
の
報
酬
の
決
定
に
つ
い
て

　

本
年
度
の
役
員
、顧
問
弁
護
士
及
び
共

済
部
長
の
報
酬
は
、
総
額
１
億
９
９
５
２

万
円
以
内
で
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

【
第
７
号
議
案
】

平
成
29
年
度
に
お
け
る
無
事
戻
金
の
交
付
に

つ
い
て

　
本
年
度
交
付
す
る
無
事
戻
金
が
決
定
さ
れ

ま
し
た
。
対
象
者
に
は
、
７
月
下
旬
に
指
定

口
座
へ
振
り
込
ま
れ
ま
す
。

【
第
８
号
議
案
】

平
成
29
年
度
集
落
営
農
等
推
進
奨
励
金
の

交
付
及
び
特
別
積
立
金
の
取
崩
し
に
つ
い
て

　
本
年
度
の
集
落
営
農
等
推
進
奨
励
金
が
決

定
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
こ
と
に
よ
り
特
別
積
立

金
を
取
り
崩
す
こ
と
も
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

【
第
９
号
議
案
】

平
成
29
年
度
に
お
け
る
借
入
金
の
最
高
限
度

額
、
利
息
の
利
率
及
び
償
還
方
法
の
決
定
に

つ
い
て

　
借
入
す
る
際
の
最
高
限
度
額
等
に
つ
い
て

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

【
第
10
号
議
案
】

平
成
29
年
度
余
裕
金
預
入
先
金
融
機
関
の

承
認
に
つ
い
て

　
Ｊ
Ａ
14
機
関
と
銀
行
等
15
機
関
に
つ
い
て

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

【
第
11
号
議
案
】

平
成
30
年
産
水
稲
及
び
平
成
31
年
産
麦
か
ら

適
用
す
る
農
作
物
危
険
段
階
基
準
共
済
掛
金

率
の
算
定
式
等
農
作
物
危
険
段
階
基
準
共
済

掛
金
率
の
設
定
に
必
要
な
事
項
に
つ
い
て

　
農
産
物
危
険
段
階
基
準
共
済
掛
金
率
の
設

定
方
法
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

【
第
12
号
議
案
】

建
物
共
済
連
合
会
等
事
業
責
任
安
定
化
対

策
に
係
る
契
約
（
附
属
書
）
の
一
部
変
更
に

つ
い
て

　

建
物
共
済
連
合
会
等
事
業
責
任
安
定
化

対
策
が
拡
充
さ
れ
た
こ
と
に
伴
う
契
約
の
一
部

変
更
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
組
合
は
平
成
29
年
５
月
30
日
、
大
和
町
の

「
ま
ほ
ろ
ば
ホ
ー
ル
」
で
第
５
回
通
常
総
代
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
開
会
に
あ
た
り
、
佐
藤
敬け
い
組
合
長
が
「
収
入
保

険
制
度
の
導
入
と
農
業
災
害
補
償
制
度
の
見
直
し

が
検
討
さ
れ
て
お
り
、
収
入
保
険
制
度
の
実
施
主

体
は
農
業
共
済
団
体
が
設
立
す
る
全
国
組
織
が

担
う
こ
と
で
今
通
常
国
会
に
提
案
さ
れ
て
い
る
。

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
制
度
は
今
年
70
周
年
を
迎
え
る
が
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
組
織
体
制
の
強
化
を
図
り
、
農

業
者
に
対
し
て
両
制
度
の
普
及
推
進
に
努
め
、
信

頼
に
応
え
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
、
宮
城

県
知
事
（
宮
城
県
農
林
水
産
部
小
島
俊
夫
次
長
代

読
）
か
ら
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
議
長
に
大
崎
市
田
尻
の
髙
梨
功
喜
総

代
を
選
出
し
、
平
成
28
年
度
事
業
報
告
、
平
成
29
年

度
事
業
計
画
な
ど
を
含
む
12
議
案
が
審
議
さ
れ
、

す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
組
合
は
、
県
域
組
合
と
し
て
３
年
目
を
迎
え

ま
す
。
組
織
体
制
の
強
化
、
確
か
な
補
償
、
新
た

な
変
化
へ
の
対
応
に
努
め
、
す
べ
て
の
農
業
者
の
経

営
安
定
の
た
め
、
農
業
災
害
補
償
制
度
と
収
入
保

険
制
度
の
機
能
が
十
分
に
発
揮
で
き
る
よ
う
組
織

を
挙
げ
て
普
及
推
進
を
徹
底
し
ま
す
。
今
年
度
も

引
き
続
き
、
全
国
運
動
の
「『
信
頼
の
き
ず
な
』
未

来
に
つ
な
げ
る
運
動
」
の
目
標
達
成
に
向
け
、
全

共
済
事
業
の
完
全
引
受
を
目
指
し
、
次
の
事
項
を

重
点
課
題
と
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

● 

組
織
体
制
の
整
備
・
強
化

● 

完
全
引
受
に
向
け
た
提
案
型
推
進
の
実
行

● 

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
基
礎
組
織
の
充
実
強
化

● 

広
報
活
動
の
充
実
強
化

● 

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
態
勢
の
強
化
と
実
効
性

　
の
向
上

● 

情
勢
変
化
に
対
応
で
き
る
体
制
の
構
築
と
人

　
材
の
育
成

第
５
回
通
常
総
代
会

 

農
業
経
営
の
安
定
の
た
め
普
及
推
進
に
努
め
ま
す

議長を務めた髙梨功喜総代

「信頼のきずな」未来につなげる
 運動に向けて

平成29年度農業共済事業推進の基本方針

佐藤  敬組合長理事

　　出席人数
総 代 数 299人
本人出席 253人
書面出席   42人

特 集
第５回通常総代会

Ｑ 

貸
借
対
照
表
の
未
収
債
権
の
項
目
の
中

の
貸
倒
引
当
金
で
、
農
作
物
共
済
勘
定
が
マ

イ
ナ
ス
に
な
っ
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
。

A 

３
年
経
過
し
て
い
る
未
収
水
稲
共
済
掛

金
を
農
作
物
共
済
勘
定
に
計
上
し
、
国
の
指

導
で
マ
イ
ナ
ス
で
表
記
し
て
い
ま
す
。
未
収

水
稲
共
済
掛
金
は
、
期
末
残
高
で
年
度
当
初

と
比
較
し
減
少
し
て
お
り
、
今
後
も
回
収
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

Ｑ 

任
意
共
済
勘
定
の
不
足
金
処
理
案
に
つ

い
て
、
今
後
の
見
通
し
や
考
え
を
聞
か
せ
て

ほ
し
い
。

A 

不
足
金
は
、
東
日
本
大
震
災
の
際
に
支

払
っ
た
共
済
金
に
よ
る
も
の
で
す
。
今
後
３

年
程
度
で
解
消
で
き
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
不
足
金
解
消
に
つ
い
て
、
よ
り
一
層
効

率
的
な
事
業
運
営
に
努
め
る
と
と
も
に
、
適

正
な
事
務
処
理
お
よ
び
加
入
推
進
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

Ｑ 

事
務
費
賦
課
単
価
を
合
併
後
３
年
以
内

に
統
一
す
る
と
聞
い
て
い
る
が
ど
う
な
の
か
。

A 

事
務
費
賦
課
単
価
の
統
一
に
向
け
て
、

理
事
に
よ
る
委
員
会
を
立
ち
上
げ
検
討
し
て

お
り
ま
す
。
年
内
に
統
一
案
の
と
り
ま
と
め

を
行
い
、
来
年
早
々
に
総
代
の
皆
さ
ま
に
お

諮
り
し
、
３
月
の
臨
時
総
代
会
で
議
決
し
た

の
ち
、
４
月
か
ら
統
一
を
図
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

主
な
質
問
・
意
見

 

承
認
さ
れ
た
議
案
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前期繰越業務残金
336,785

人件費
2,103,976

旅費交通費
13,284

事務費
67,999

業務費
241,880

普及推進費
186,153

施設費
141,762

損害評価費
27,450

受取補助金
1,358,279

賦課金
547,602

受取利息
164,054

事業勘定受入
860,961

引当金等戻入
61,810

収　入
3,404,250
単位：千円

支　出
3,404,250
単位：千円

収　入
3,469,217
単位：千円

支　出
3,469,217
単位：千円

その他 74,759

前期繰越業務残金
366,984

受取補助金
1,306,503

賦課金
549,452

受取利息
159,849

事業勘定受入
831,385

引当金等戻入
185,204

その他 69,840

損害防止費
29,974

諸税負担金 66,837

その他
524,935

人件費
2,118,957

旅費交通費
16,631

事務費
93,982

業務費
297,298

普及推進費
220,954

施設費
243,465

損害評価費
66,071

損害防止費
28,952

諸税負担金 67,290

その他
315,617

共 済 事 業 引受面積等 共 済 金 額 徴収共済掛金 支払共済金

農作物（水稲）共済 7,117,116a 4,328,676万円 344,064,641円 59,408,021円

農作物（麦）共済 221,143a 29,627万円 11,921,341円 5,037,747円

家畜共済 122,907頭 2,099,112万円 705,801,913円 1,183,596,969円

果樹（りんご）共済 5,241a 15,450万円 1,476,889円 1,518,354円

果樹（なし）共済 5,179a 21,907万円 4,327,490円 4,162,530円

畑作物（大豆）共済 839,023a 272,278万円 87,055,714円 200,562,756円

畑作物（蚕繭）共済 123箱 800万円 113,112円 322,500円

園芸施設共済 26,708棟 1,192,524万円 152,610,184円 48,340,346円

建物共済 128,844棟 157,115,201万円 1,786,261,396円 501,365,232円

農機具共済 38,434台 9,377,409万円 359,084,544円 121,768,357円

合　　　計 − 174,452,983万円 3,452,717,224円 2,126,082,812円

共 済 事 業 引受面積等 共 済 金 額 共 済 掛 金
農家負担掛金Ａ 国庫負担掛金Ｂ 総額Ａ＋Ｂ

農作物（水稲）共済 7,110,221a 4,311,679万円 34,182万円 34,181万円 68,363万円

農作物（麦）共済 216,961a 28,201万円 1,109万円 1,261万円 2,370万円

家畜共済 124,908頭 2,081,012万円 69,857万円 60,542万円 130,399万円

果樹（りんご）共済 5,457a 16,563万円 156万円 156万円 312万円

果樹（なし）共済 5,710a 20,221万円 397万円 397万円 794万円

畑作物（大豆）共済 849,840a 266,996万円 6,941万円 8,483万円 15,424万円

畑作物（蚕繭）共済 116箱 786万円 34万円 34万円 68万円

園芸施設共済 26,260棟 1,111,713万円 14,203万円 14,203万円 28,406万円

建物共済 125,275棟 152,711,979万円 168,819万円 0万円 168,819万円

農機具共済 36,974台 8,929,833万円 31,391万円 0万円 31,391万円

合　　　計 − 169,478,984万円 327,089万円 119,257万円 446,346万円

　収　入
●前期繰越業務残金…前年度からの繰越金
●受取補助金…………国から交付される運営経費
●賦課金………………組合員の方から、加入する共済事業ごと
	 にいただく事務費賦課金等
●受取利息……………積立金等を運用して得られた利息
●事業勘定受入………建物共済、農機具共済の掛金のうち業務	
	 勘定に繰り入れられる金額
●引当金等戻入………公用車等の更新、建物の修繕、事務機械
	 化のために、引当金や準備金から取り崩
	 す金額

　支　出
●人件費………役員報酬、職員給料手当、法定福利費、厚生福利費等
●旅費交通費…役職員の交通費、旅費
●事務費………業務に要する通信運搬費、図書印刷費、消耗品費、手数料
●業務費………業務運営に要する会議費、講習会費、共済部長報酬等
●普及推進費…広報紙の製作費、事業の加入推進・奨励金等
●施設費………車両、事務所施設等の維持管理等に要する経費
●損害評価費…損害評価に要する経費
●損害防止費…損害防止事業に要する経費
●諸税負担金…消費税、自動車税、固定資産税及び関係団体負担金等

総共済金額   　1兆7,445億2,983万円
支払共済金   　 21億2,608万2,812円

用語の説明

目標共済金額   　1兆6,947億8,984万円

特 集
第５回通常総代会

特 集
第５回通常総代会

 平成28年度事業実績

 平成29年度事業計画

 平成29年度業務収支予算

 平成28年度業務収支決算

※端数処理の関係で合計が一致しない場合があります。
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応援
よろしく

25

30

35

40

45

50
葉
色
値
（
S
P
A
D
5
0
2
値
）

期待葉色
最近５カ年

35～37

37～39

33～35

期待葉色値

6
月
10
日

6
月
20
日

7
月
1
日

幼
穂
形
成
期

減
数
分
裂
期

穂
揃
期

出
穂
25
日
後

水
稲
共
済
細
目
書
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

　

水
稲
共
済
細
目
書
は
、
作
付
内
容
を
示

す
重
要
な
書
類
で
す
。

　

内
容
が
誤
っ
た
ま
ま
の
場
合
、
共
済
掛

金
に
差
額
が
生
じ
た
り
、
災
害
が
発
生
し

た
際
に
損
害
評
価
野
帳
が
配
布
さ
れ
な
い

な
ど
の
影
響
が
出
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

 

「
平
成
29
年
産
水
稲
１
回
作
共
済
細
目

書
」
が
お
手
元
に
届
き
ま
し
た
ら
、
作
付

内
容
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

水
稲
共
済
掛
金
の
納
入
期
限
は

７
月
31
日
で
す

　

口
座
振
替
の
登
録
を
し
て
い
る
方
は
、

指
定
の
口
座
か
ら
掛
金
等
を
振
り
替
え
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
残
高

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
水
稲
共
済
掛
金
の
算
定
方
法
は

参
考
の
と
お
り
で
す
。

　

詳
し
く
は
最
寄
り
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

水
稲
共
済
細
目
書
、
納
入
通
知
書
を

お
配
り
し
ま
す

家畜共済家畜共済

水稲共済水稲共済

建物共済建物共済

農機具共済農機具共済

園芸施設共済園芸施設共済

果樹共済果樹共済

大豆共済大豆共済

　

気
象
庁
の
統
計
資
料
に
よ
る
と
、
過
去

10
年
間
で
日
本
に
上
陸
し
た
台
風
の
数

は
27
個
。
そ
の
う
ち
、
８
月
と
９
月
の
上

陸
が
全
体
の
6
割
を
超
え
て
い
ま
す
。
特

に
、
９
月
は
10
年
中
７
年
で
上
陸
し
、
万

が
一
の
対
策
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
園
芸
施

設
共
済
へ
の
加
入
を
お
勧
め
し
ま
す
。

加
入
の
検
討
は
お
早
め
に

　
台
風
の
進
路
が
本
県
に
向
か
っ
て
い
る
場

合
、
台
風
が
消
滅
す
る
ま
で
園
芸
施
設
共

済
へ
の
新
規
加
入
を
お
断
り
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
加
入
を
ご
検
討
さ
れ
る
場
合

は
、
お
早
め
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

台
風
へ
の
備
え
は
園
芸
施
設
共
済
で

家畜共済家畜共済

水稲共済水稲共済

建物共済建物共済

農機具共済農機具共済

園芸施設共済園芸施設共済

果樹共済果樹共済

大豆共済大豆共済

こ
ん
な
と
き
に
共
済
金
を

　
　
　
　
お
支
払
い
し
ま
す

0
6月 7月 8月 9月 10月

2

4

6

8

（個）

※気象庁HPより

10

12
過去10年間の月別台風上陸数

風　
　
害

水　
　
害

火
災
・
破
裂

お
よ
び
爆
発

雪　
　
害

車
両
の
衝
突

　
　
・
接
触

地
震
・
噴
火

 

病　
虫　
害

※
施
設
内
農
作
物
加
入
時

鳥　
獣　
害

　　　　  水稲共済掛金の算定方法
　　　　　 —掛金の5割を国が負担します—
　共済掛金は、共済金額※1と共済掛金率※2を基に、組合員
ごとに計算されます。共済掛金から国の負担分（5割）を差
し引いた金額が組合員負担掛金となります。

＜10㌃当たりの共済掛金計算例＞

基準単収500kg、１㎏当たり共済金額181円
一筆方式7割補償の場合

●引 受 収 量＝基準収穫量×補 償 割 合
　　350kg ＝　500kg　×　 7割

●共 済 金 額＝引 受 収 量×１㎏当たり共済金額
　63,350円＝ 350kg ×　　 181円

●共 済 掛 金＝共 済 金 額×共済掛金率
　 1,583円 ＝63,350円×  2.500％

●組合員負担掛金＝共 済 掛 金−国庫負担額
　　　792円　　＝1,583円　−　791円

　※1　共済金額は、共済事故で損害が生じた時に組合が支払
　　　 う共済金の最高額です。
　※2　共済掛金率は、過去の被害率を基礎として引受方式・
　　　 補償割合別に農林水産大臣が定めます。適用される率
　　　 は、地域ごと、組合員ごとに異なります。

 組合員負担掛金のほかに賦課金を負担いただきます。

参 考

強風で被害を受けたビニールハウス

　
一
般
財
団
法
人
日
本
穀
物
検
定
協
会
が
行
っ

て
い
る
平
成
28
年
産
米
の
食
味
ラ
ン
キ
ン
グ

で
、
宮
城
県
産
ひ
と
め
ぼ
れ
が
、
最
高
ラ
ン
ク

の
特
Ａ
か
ら
Ａ
に
格
下
げ
評
価
と
な
っ
た
こ
と

を
受
け
、
宮
城
県
米
づ
く
り
推
進
本
部
は
今
年

度
、
４
つ
の
重
点
技
術
対
策
を
打
ち
出
し
ま
し

た
。
宮
城
米
の
食
味
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
向
け
、

行
政
や
Ｊ
Ａ
な
ど
の
農
業
関
係
機
関
・
団
体
が

一
体
と
な
っ
て
取
り
組
み
、
重
点
技
術
対
策
の

浸
透
を
図
り
ま
す
。

　
な
お
、
最
新
の
技
術
情
報
な
ど
詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
や
Ｊ
Ａ
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
こ
の
記
事
は
宮
城
県
米
づ
く
り
推
進
本
部
か
ら
提
供
さ
れ
た
資
料
に
基
づ
い
て
作
成
し
て
お
り
ま
す
。

■
適
正
な
生
育
量
の
確
保

　
ひ
と
め
ぼ
れ
で
安
定
し
た
品
質

と
食
味
を
確
保
で
き
る
㎡
当
た
り

籾
数
２・８
～
３
万
粒
を
目
標
に
、

圃
場
に
あ
っ
た
施
肥
や
栽
植
密

度
・
植
付
本
数
を
設
定
す
る
と
と

も
に
、
生
育
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
て

適
正
な
水
管
理
を
実
施
す
る
。

■
穂
揃
期
に
お
け
る
葉
色
維
持

　
穂
揃
期
か
ら
出
穂
25
日
後
ま
で

の
葉
色
を
維
持
す
る
た
め
、特
に
、

減
数
分
裂
期
の
葉
色
に
応
じ
て
追

肥
（
穂
肥
）
を
行
う
。
登
熟
や
玄

米
充
実
度
を
高
め
、
玄
米
品
質
と

食
味
の
向
上
を
図
る
（
図
参
照
）。

　
適
正
な
籾
数
レ
ベ
ル
で
穂
揃
期
の
葉
色
を
維
持

　
「
備
え
の
種
」

は
、
農
業
共
済
制

度
と
収
入
保
険
制

度
、
お
よ
び
被
害

の
未
然
防
止
に
取

り
組
む
リ
ス
ク
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
支
援
活
動
等
を
表
し
、「
種
を

ま
こ
う
。」
と
の
呼
び
掛
け
は
、
す
べ
て
の

農
業
者
に
対
し
て
両
制
度
等
を
普
及
し
て

い
く
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
団
体
の
決
意
を
示
し
て

い
ま
す
。

　
従
来
以
上
の
幅
広
い
経
営
リ
ス
ク
に
対

応
し
、「
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
」
の
農

業
生
産
体
制
構
築
を
目
指
す
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ

団
体
の
姿
勢
と
も
一
致
し
、
句
点
に
言
葉

を
ま
と
め
、
意
味
を
強
調
す
る
効
果
を
持

　

４
つ
の
重
点
技
術
対
策
は 

①
生
育
量
に
応

じ
た
適
正
な
肥
培
管
理
の
実
施 

②
登
熟
向
上

に
向
け
た
適
正
な
水
管
理
の
実
施 

③
出
穂
後

の
気
温
等
に
基
づ
く
適
期
刈
取
の
励
行 

④
良

食
味
に
仕
上
げ
る
乾
燥
調
製
の
徹
底
で
す
。

　
ひ
と
め
ぼ
れ
な
ど
の
中
生
品
種
で
は
、
ま
も

な
く
減
数
分
裂
期
を
迎
え
ま
す
の
で
、
重
点
技

術
対
策
「
①
生
育
量
に
応
じ
た
適
正
な
肥
培
管

理
の
実
施
」
の
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

た
せ
て
い
ま
す
。

　
ロ
ゴ
デ
ザ
イ
ン
に
は
、
大
地
か
ら
芽
吹

く
植
物
を
配
置
。
配
色
の
基
調
を
す
べ
て

植
物
の
象
徴
色
で
あ
る
緑
と
し
、
双
葉
を

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
グ
リ
ー
ン
、
大
地
を
濃
い
目

の
オ
レ
ン
ジ
で
表
し
て
い
ま
す
。

　

全
体
的
に
文
字
を
目
立
た
せ
る
こ
と

と
、
力
強
さ
を
表
現
す
る
た
め
に
色
味
を

は
っ
き
り
と
し
た
も
の
に
し
て
い
ま
す
。

　

組
合
員
の
皆
さ
ま
と
の
接
点
強
化
や
、

事
業
推
進
な
ど
で
広
く
活
用
し
、
定
着
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
全
国
で
は
、
ノ
ー
サ
イ

く
ん
を
「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
R
グ
ラ
ン
プ
リ

２
０
１
７
」の「
企
業・そ
の
他
ゆ
る
キ
ャ

ラ
部
門
」
に
エ
ン
ト
リ
ー
し
ま
し
た
。
投

票
は
、
８
月
１
日
～
11
月
10
日
に
行
わ
れ

ま
す
。
な
お
、
投
票
な
ど
に
つ
き
ま
し

て
は
、
詳
細
が
分
か
り

次
第
、
広
報
紙
「
和
み
」

で
お
伝
え
し
て
ま
い
り

ま
す
。

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
制
度
70
周
年
を
機
に
新
た
な
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
が
「
備
え
の
種
を
ま
こ
う
。」
に
決
定

ノ
ー
サ
イ
く
ん
が
ゆ
る
キ
ャ
ラ
Rグ
ラ
ン
プ
リ
に
エ
ン
ト
リ
ー

平
成
29
年
産
宮
城
米
の
食
味
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
目
指
し
て

～
重
点
技
術
対
策
に
県
を
挙
げ
て
取
り
組
み
ま
す
～

現 

状
穂
揃
期
の
葉
色
は
期
待
値

（
目
標
）
よ
り
低
め

対 

策

・�

㎡�

当
た
り
籾
数
２・８
～

３
万
粒
の
た
め
の
管
理

・�

穂
揃
期
の
葉
色
の
維
持
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早
め
の
暑
熱
対
策
を
実
施
し
ま
し
ょ
う

多
発
事
故
を
知
り
、
対
策
を
考
え
よ
う

家畜共済家畜共済

水稲共済水稲共済

建物共済建物共済

農機具共済農機具共済

園芸施設共済園芸施設共済

果樹共済果樹共済

大豆共済大豆共済

　
暑
熱
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
は
、「
牛
に
快
適
に
過
ご
し
て

も
ら
う
」「
飲
ん
で
食
べ
て
寝
て
も
ら
う
」
こ
と
で
す
。

　
具
体
的
な
対
策
に
つ
い
て
は
、
主
に
次
の
２
項
目
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。

１ 

畜
舎
環
境
対
策

　
・ 

畜
舎
の
換
気
、
通
風
に
注
意
（
畜
舎
内
の
整
理
整
頓
、

送
風
機
や
扇
風
機
の
使
用
）
し
、牛
の
体
温
を
下
げ
る
。

　
・ 

畜
舎
の
屋
根
に
散
水
や
石
灰
塗
布
、
断
熱
材
を
設
置
す

る
な
ど
し
、
畜
舎
内
の
温
度
を
下
げ
る
。

　
・ 

よ
し
ず
や
遮
光
ネ
ッ
ト
な
ど
を
用
い
て
直
射
日
光
を
遮

り
、
畜
舎
内
の
温
度
を
下
げ
る
。

　
・ 

密
飼
い
を
避
け
、
牛
の
体
温
上
昇
を
防
ぐ
。

２ 

飼
養
管
理
対
策

　
・ 

新
鮮
な
水
を
十
分
に
給
与
し
、採
食
量
の
低
下
を
防
ぐ
。

　
・ 

消
化
率
が
高
く
良
質
な
粗
飼
料
を
給
与
し
、
採
食
量
の

低
下
を
防
ぐ
。

　
・ 

ミ
ネ
ラ
ル
、
ビ
タ
ミ
ン
を
補
給
し
、
採
食
量
の
低
下
を

防
ぐ
。

　
・ 

飼し

槽そ
う
の
掃
除
を
小
ま
め
に
実
施
し
、
餌
の
腐
敗
を
防
ぐ
。

　

家
畜
共
済
で
は
平
成
28
年
度
、
引
受
頭
数
が
１
２
２
，

９
０
７
頭
（
前
年
度
比
93
・
９
㌫
、
８
，０
４
８
頭
減
）
で
、

共
済
金
額
は
２
０
９
億
９
，１
１
２
万
円
（
前
年
度
比

１
１
１
㌫
、
20
億
７
，７
０
４
万
円
増
）
と
な
り
ま
し
た
。

　
共
済
事
故
を
見
て
み
る
と
、
死
廃
事
故
で
は
前
年
度
よ
り

19
頭
少
な
い
４
，３
１
３
頭
（
前
年
度
比
99・６
㌫
）
で
、
支

払
共
済
金
は
５
億
４
，８
８
９
万
円
（
前
年
度
比
１
０
９・６

㌫
、
４
，８
２
０
万
円
増
）。
病
傷
事
故
で
は
、
前
年
度
よ
り

７
２
０
件
増
加
し
４
６
，０
３
９
件
（
前
年
度
比
１
０
１・６

㌫
）
で
、
支
払
共
済
金
は
６
億
３
，４
７
０
万
円
（
前
年
度

比
１
０
４・３
㌫
、
２
，６
３
２
万
円
増
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
充
分
な
対
策
を
行
っ
て
い
て
も
、
熱
射
病
を

発
症
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
次
の
症
状
が
認
め
ら
れ
た

ら
、
熱
射
病
の
サ
イ
ン
で
す
。
す
ぐ
に
獣
医
師
に
連
絡
し
ま

し
ょ
う
。

　
・ 

元
気
が
な
い
・
食
欲
不
振
・
け
い
れ
ん
・
ふ
ら
つ
き

　
・ 

体
温
上
昇
・
呼
吸
が
早
く
な
る
・
口
を
開
け
て
呼
吸
し

て
い
る

　
・ 
目
が
陥
没
し
起
立
す
る
の
が
つ
ら
そ
う

て
い
ま
す
。
母
牛
分
娩
時
の
監
視
な
ど
を
し
っ
か
り
行
い
ま

し
ょ
う
。

【
病
傷
事
故
】

　
成
乳
牛
で
は
、
産
前
産
後
の
時
期
に
発
症
す
る
疾
病
が
上

位
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
肥
育
成
牛
で
は
、
呼
吸
器
疾
患
お
よ
び
胃
腸
疾
患
に
よ
る

診
療
頭
数
は
減
少
し
ま
し
た
が
、
肝
炎
は
増
加
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
畜
産
経
営
状
況
（
子
牛
価
格
の
高
騰
と
枝
肉
価
格
の

伸
び
悩
み
）
を
反
映
し
、
肉
質
向
上
に
向
け
た
給
与
体
系
が

疾
病
を
発
症
さ
せ
て
い
る
と
推
察
さ
れ
ま
す
。

　
他
肉
成
牛
で
は
、
難
産
に
よ
る
診
療
が
増
頭
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
各
種
改
良
で
出
生
子
牛
が
大
型
化
し
た
こ
と
が
要
因

で
す
。
母
牛
の
体
型
に
見
合
っ
た
精
液
を
選
択
す
る
こ
と

と
、
分
娩
前
の
飼
養
管
理
を
改
善
す
る
こ
と

で
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
他
肉
子
牛
お
よ
び
他
肉
胎
児
で
は
、
呼
吸

器
お
よ
び
消
化
器
疾
患
の
診
療
件
数
の
増
加

が
著
明
で
す
。
発
症
原
因
と
し
て
、
飼
養
規

模
拡
大
に
よ
る
子
牛
の
密
飼
い
な
ど
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
が
、
状
況
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
畜

舎
消
毒
、
定
期
的
な
ワ
ク
チ
ン
接
種
、
牛
舎

環
境
の
整
備
な
ど
で
予
防
で
き
る
疾
病
で
す

の
で
、
健
康
維
持
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　
事
故
が
多
発
す
る
と
大
き
な
損
失
に
な
り

ま
す
。自
身
の
飼
養
管
理
な
ど
を
振
り
返
り
、

予
防
対
策
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
詳
し
く
は
お

近
く
の
家
畜
診
療
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　

死
廃
事
故
及
び
病
傷
事
故
で
多
い
病
名
上
位
５
位
は
次

表
の
と
お
り
で
す
。
事
故
の
病
名
を
知
り
、
飼
養
方
法
を
見

直
し
て
事
故
を
未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

【
死
廃
事
故
】

　
成
乳
牛
で
は
、
ダ
ウ
ナ
ー
症
候
群
、
関
節
炎
、
腰よ

う
痿い

な
ど

起
立
に
関
す
る
疾
病
が
上
位
を
占
め
ま
し
た
。
牛
床
の
環
境

整
備
、
分
娩
房
の
活
用
、
削
蹄
な
ど
を
実
施
す
る
こ
と
が
対

策
と
し
て
重
要
で
す
。

　

乳
用
胎
児
お
よ
び
他
肉
胎
児
で
は
、
そ
の
他
の
胎
子
異

常
（
出
生
時
に
胎
児
が
死
亡
し
て
い
る
）
が
上
位
を
占
め

　

農
家
の
皆
さ
ん
が
で
き
る
熱
射
病
の
応
急
処
置
と
し

て
は
、

　
①
十
分
に
水
を
飲
ま
せ
る

　
②
涼
し
い
場
所
に
移
動
さ
せ
る

　
③
冷
た
い
流
水
を
頭
部
か
ら
背
中
に
か
け
る

　
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
農
家
の
皆
さ
ん
が
、
暑
く
て
不
快
と
感
じ
た
牛
舎
は
、
牛

も
不
快
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
気
が
付
い
た
原
因
を
取
り
除

き
、
事
故
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

家
畜
の
異
動
連
絡
を
お
忘
れ
な
く

　
飼
養
し
て
い
る
家
畜
に
異
動
が
あ
っ
た
と
き
は
、
速

や
か
に
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
連
絡
が
無
か
っ
た
り
遅
れ
た
場
合
、
共
済
金
が
支
払

わ
れ
な
い
こ
と
や
、
既
に
お
支
払
い
し
た
共
済
金
の
一

部
を
返
還
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注

意
願
い
ま
す
。

　
連
絡
が
必
要
な
の
は

導
入
・
出
荷
・
出
生
・
放
牧
や
共
進
会
に
出
場
・
飼
養

場
所
変
更
・
死
亡

の
と
き
で
す
。

　
今
年
も
暑
い
夏
が
や
っ
て
き
ま
す
。
長
期
予
報
で
は
、
夏
季
の
気
温
は
平
年
よ
り
高
く
推
移

す
る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
暑
い
日
が
続
く
と
体
調
を
崩
し
や
す
く
な
る
の
は
人
も
牛
も
同

じ
で
す
。
本
格
的
に
暑
く
な
る
前
に
、
早
め
の
暑
熱
対
策
を
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

平成28年度　家畜共済死廃事故上位５位
共済目的 順位 病類病名名称 頭数（頭）

成乳牛 1 心不全 278
2 ダウナー症候群 184
3 関節炎 169
4 腰痿 115
5 急性乳房炎 104

乳用胎児 1 その他の胎子異常 357
2 腸炎　感染性 23
3 胎子死（母牛の死廃事故に伴う） 30
4 心不全 31
5 肺炎 18

肥育用
成牛

1 心不全 121
2 肺炎 43
3 肝炎 31
4 急性鼓脹症 17
5 腰痿 22

他肉成牛 1 心不全 92
2 牛白血病��成牛型（地方病型） 35
3 ダウナー症候群 32
4 腰痿 36
5 肺炎 34

他肉胎児 1 その他の胎子異常 521
2 子牛虚弱症候群 137
3 心不全 137
4 腸炎 105
5 その他の新生子疾患 94

平成28年度　家畜共済病傷事故上位５位
共済目的 順位 病類病名名称 件数（件）

成乳牛 1 急性乳房炎 1,968
2 第四胃左方変位 338
3 乳熱 765
4 ダウナー症候群 507
5 ケトーシス 349

肥育用
成牛

1 肺炎 2,133
2 肝炎 1,198
3 腸炎 396
4 気管支炎 506
5 胃腸炎 270

他肉成牛 1 卵巣静止 2,936
2 難産 1,362
3 黄体遺残 1,847
4 肺炎 903
5 卵胞嚢腫 971

他肉子牛 1 肺炎 1,136
2 腸炎 997
3 気管支炎 249
4 胃腸炎 81
5 急性鼓脹症 50

他肉胎児 1 腸炎 5,893
2 肺炎 3,016
3 子牛虚弱症候群 714
4 胃腸炎 432
5 気管支炎 620

※支払共済金が多い病名の順位

扇風機設置の牛舎

良質な粗飼料を豊富に給与する

09 和み 2017. 7 和み 2017. 7 08



2

1「産直市場みんな野」の外観 2コンテナいっぱいに並ぶ野菜 3「『蔵王源流米』も人気だ」と話す勅使瓦代表 
4多くのお客さまが来場し、店内はにぎわいを見せる 510周年を記念した大感謝祭では餅をついて振る舞った

　

栗
原
市
一
迫
の
黒
澤
寛
人
さ
ん
（
38
）

は
短
大
卒
業
後
、
就
農
を
希
望
し
て
山
形

県
で
研
修
し
、
イ
チ
ゴ
栽
培
を
学
び
ま
し

た
。
平
成
14
年
に
ハ
ウ
ス
を
１
棟
設
置
し

て
栽
培
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
平
成
20
年
に

２
棟
目
を
増
設
。
現
在
、
妻
の
美
和
子
さ

ん
（
36
）
と
二
人
で
品
種
を
「
と
ち
お
と

め
」
に
絞
り
手
掛
け
て
い
ま
す
。

　

栽
培
は
、
高
設
ベ
ン
チ
で
ス
ギ
の
樹
皮

を
粉
砕
し
た
培
地
を
利
用
す
る
「
Ｔ
Ｃ
︱
21

養
液
栽
培
シ
ス
テ
ム
」
を
導
入
。
７
月
に
苗

を
作
り
９
月
に
定
植
す
る
と
、
12
月
か
ら

翌
年
６
月
ま
で
が
収
穫
期
と
な
り
ま
す
。

　
「
二
人
だ
け
で
取
り
組
ん
で
い
る
た
め
、

育
苗
や
病
害
虫
防
除
の
省
力
化
を
図
り
た

い
」
と
寛
人
さ
ん
。
黒
毛
和
種
の
繁
殖
牛

を
６
頭
飼
育
し
、
今
後
増
頭
を
視
野
に
入

れ
て
い
る
た
め
、
仕
事
の
バ
ラ
ン
ス
を
上

手
に
保
ち
た
い
と
い
い
ま
す
。
な
か
な
か

休
み
が
取
れ
ま
せ
ん
が
、
夫
妻
は
「
イ
チ

ゴ
を
出
荷
し
て
い
る
直
売
所
に
『
お
い
し

か
っ
た
』
と
再
度
買
い
に
来
て
く
れ
る
お

客
さ
ま
の
存
在
が
う
れ
し
い
」
と
作
業
に

汗
を
流
し
ま
す
。

　

自
身
の
経
営
強
化
と
と
も
に
、
地
域

（
集
落
）
営
農
の
維
持
、
発
展
を
課
題
に
挙

げ
、
寛
人
さ
ん
は
「
若
手
が
少
な
い
中
山

間
地
の
農
業
を
維
持
す
る
た
め
、
地
域
を

挙
げ
て
営
農
形
態
す
べ
て
を
考
え
て
い
く

必
要
が
あ
る
。
そ
の
一
助
に
な
れ
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
す
。

　
蔵
王
町
の
「
産
直
市
場
み
ん
な
野
（
勅

使
瓦
幸
一
代
表
取
締
役
・
63
歳
、
会
員

約
１
０
０
人
）
」
は
「
地
域
の
み
ん
な
を

明
る
く
元
気
に
す
る
」
を
目
指
し
、
エ
コ

フ
ァ
ー
ム
蔵
王
株
式
会
社
（
勅
使
瓦
幸
一

代
表
取
締
役
）
が
運
営
主
体
と
な
っ
て
、

平
成
19
年
６
月
に
開
設
し
ま
し
た
。
オ
ー

プ
ン
か
ら
10
年
が
た
ち
、
勅
使
瓦
代
表
は

「
地
域
の
皆
さ
ま
に
利
用
し
て
い
た
だ
き

10
年
目
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
お
客
さ
ま
に
喜
ば
れ
る
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
て
い
き
た
い
で
す
」
と
話

し
ま
す
。　

　
み
ん
な
野
は
、
常
時
40
～
50
人
ほ
ど
が

出
品
す
る
旬
の
野
菜
や
果
物
、
山
野
草
に

加
え
、
同
社
産
の
餅
米
や
ソ
バ
、
大
豆
を

用
い
た
加
工
品
を
提
供
し
、
い
つ
も
多
く

の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。

　
昨
年
の
利
用
者
は
約
９
万
人
。
累
計
で

は
80
万
人
を
数
え
、
仙
台
市
か
ら
の
来
場

者
は
４
割
に
も
上
っ
て
い
ま
す
。
勅
使
瓦

代
表
は
「
新
鮮
な
農
産
物
の
提
供
に
努
め

る
だ
け
で
な
く
、
栽
培
や
管
理
方
法
、
収

穫
時
期
、
食
材
の
お
い
し
い
調
理
方
法
を

教
え
た
り
、
反
対
に
変
わ
っ
た
食
べ
方
を

教
わ
っ
た
り
と
、
一
人
一
人
の
お
客
さ
ま

と
の
『
対
話
』
を
大
事
に
し
て
き
た
お
か

げ
で
す
」
と
話
し
ま
す
。

　

今
年
６
月
10
・
11
日
に
は
、
10
周
年

を
記
念
し
た
大
感
謝
祭
を
開
催
し
、

１
５
０
０
人
ほ
ど
が
来
場
し
て
盛
り
上
が

り
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
れ
か
ら
は
キ
ュ
ウ
リ
や
ト
マ

ト
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
な
ど
の
夏
野
菜
、
モ

モ
や
ナ
シ
な
ど
を
店
頭
に
並
べ
て
、
多
く

の
来
場
者
を
迎
え
ま
す
。

　

現
在
、
外
で
行
う
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
提

供
す
る
た
め
、
施
設
内
で
作
っ
た
料
理
を
外

に
移
動
さ
せ
る
作
業
が
大
変
で
、
厨
房
を

外
に
設
け
る
こ
と
を
検
討
し
て
お
り
、
勅
使

瓦
代
表
は
「
芋
煮
な
ど
を
振
舞
う
際
に
食

材
や
生
産
者
を
紹
介
す
る
な
ど
、
よ
り
一
層

対
話
を
充
実
さ
せ
た
い
」
と
話
し
ま
す
。

　
勅
使
瓦
代
表
は
「
今
後
も
、
と
う
も
ろ

こ
し
ま
つ
り
や
新
米
ま
つ
り
な
ど
、
お
客

さ
ま
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
イ
ベ
ン
ト
を
多

く
開
催
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
す
。

▲常に寛人さん（右）と美和子さん（左）の二人で作業を行う

 ▲品種はとちおとめに限定
　 して栽培している 4

地　域
の

話 題

地　域
の

話 題

地
域
営
農
維
持
の

一
助
に
な
り
た
い

黒
澤　
寛
人
さ
ん
（
栗
原
市
）

お
い
し
い
と
い
わ
れ
る

野
菜
作
り
を

渡
辺　
喜
昭
さ
ん
（
名
取
市
）

直
売
所
で
地
域
の
活
性
化
を
目
指
す

　

エ
コ
フ
ァ
ー
ム
蔵
王
株
式
会
社
（
蔵
王
町
）

1

地　域
の

話 題

3

5

　
「
お
い
し
い
と
い

わ
れ
る
野
菜
作
り

を
追
求
し
て
い
き
た

い
」
と
話
す
、
名
取

市
増
田
の
渡
辺
喜
昭

さ
ん
（
36
）
。
パ
イ

プ
ハ
ウ
ス
４
棟
で
大

玉
ト
マ
ト
を
養
液
土

耕
栽
培
す
る
ほ
か
、

水
稲
６
・
５
㌶
、
畑

９
０
㌃
で
レ
タ
ス
、

ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
、
ホ
ワ
イ
ト
ア
ス
パ
ラ
ガ

ス
を
手
掛
け
て
い
ま
す
。

　
渡
辺
さ
ん
は
19
歳
か
ら
２
年
間
、
株
式

会
社
渡
辺
採
種
場
で
野
菜
作
り
を
学
び

就
農
し
ま
し
た
。
野
菜
本
来
の
味
が
し
、

色
や
鮮
度
が
良
い
高
品
質
の
野
菜
を
手
掛

け
、
ほ
か
の
生
産
者
と
差
別
化
を
図
り
た

い
と
い
い
ま
す
。

　
夏
秋
ト
マ
ト
「
桃
太
郎
」
の
収
穫
が
最

盛
期
と
な
り
「
施
肥
と
か
ん
水
管
理
が
最

も
重
要
」
と
渡
辺
さ
ん
。
後
半
に
肥
料
切

れ
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
注
意
を
払
い
、
天

候
を
見
な
が
ら
水
や
り
を
す
る
ほ
か
、
白

系
の
遮
光
カ
ー
テ
ン
を
利
用
し
て
温
度
管

理
を
徹
底
し
て
い
ま
す
。

　
一
日
の
収
穫
量
は
２
０
０
㌔
か
ら
３
０
０

㌔
ほ
ど
で
、
主
に
Ｊ
Ａ
に
出
荷
。
渡
辺
さ
ん

が
手
掛
け
る
ト
マ
ト
は
、
１
果
重
２
０
０
㌘

以
上
あ
る
大
玉
に
も
か
か
わ
ら
ず
甘
さ
と

酸
味
が
し
っ
か
り
感
じ
ら
れ
、
自
ら
販
路
を

広
げ
て
仙
台
市
内
の
ホ
テ
ル
や
居
酒
屋
に

も
提
供
し
、
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

　

渡
辺
さ
ん
は
「
近
年
、
ト
マ
ト
栽
培
を

経
営
主
体
と
す
る
法
人
が
増
え
て
い
る

が
、
多
収
生
産
を
目
指
す
の
で
は
な
く
、

良
食
味
・
良
品
質
を
心
掛
け
て
い
き
た

い
」
と
抱
負
を
話
し
ま
す
。

▲時間を掛けて誘引作業を行う渡辺さん
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kitchen garden

四季の畑

１５㎝
くらい

収穫は
抽根して
　　から

畦の高さは
15～20㎝

畦間55～70㎝
株間
24～30㎝

栽培カレンダー（宮城県での目安）
8月 9 10 11 12栽培型

②普通まき栽培
①早まき栽培

③遅まき栽培

●播種  ■収穫

栽培カレンダー（宮城県での目安）
9月 10 11栽培型

９月上旬～
　　中旬まき

●播種  ■収穫

期
限
内
納
入
を
お
願
い
し
ま
す

　
７
月
は
、
水
稲・大
豆
共
済
の
掛
金
納
入
月
で
す
。

○
納
入
期
限

　
大
豆
共
済　
７
月
20
日

　
水
稲
共
済　
７
月
31
日

※ 

大
豆
共
済
で
は
、
期
限
内
に
掛
金
が
納
入
さ
れ
な

い
場
合
、
共
済
関
係
を
解
除
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

口
座
振
替
の
利
用
を
お
願
い
し
て
い
ま
す

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
宮
城
で
は
、
納
入
手
続
き
の
簡
素
化

と
不
祥
事
の
未
然
防
止
の
た
め
、
共
済
掛
金
等
の
納

入
に
つ
い
て
「
口
座
振
替
」
の
利
用
を
お
願
い
し
て

い
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　
現
金
で
納
入
い
た
だ
い
た
場
合
は
「
加
入
内
容
確

認
書
」
を
送
付
い
た
し
ま
す
。
加
入
内
容
に
間
違
い

が
な
い
か
確
認
の
上
、
返
信
用
封
筒
で
ご
返
送
く
だ

さ
い
。

広
報
紙
コ
ン
ク
ー
ル
で
金
賞
を
受
賞

　
こ
の
た
び
、
組
合
広
報
紙
「
和
み
」
が
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ

Ａ
Ｉ
全
国
が
主
催
す
る
平
成
28
年
度
組
合
等
広
報
紙

全
国
コ
ン
ク
ー
ル
で
、
昨
年
の
銀
賞
に
続
き
、
栄
え

あ
る
金
賞
を
受
賞
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
組
合
員
の
皆
さ
ま
の
ご
支

援
、
ご
協
力
の
お
か
げ
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
多
く
の
方
々
に
親
し
ま
れ
る
広
報

紙
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

大
崎
市
岩
出
山

氏
　
家	

崇た
か

　
文ふ

み	

く
　
ん	(

14
）

	

み
な
み	

ち
ゃ
ん	(

8
）

　
お
父
さ
ん	

文
　
映	

さ
　
ん

　
お
母
さ
ん	

真
由
美	

さ
　
ん

　わが家ではお米を作っています。あと、
牛も飼っています。お父さんはいつも朝
早くおきて、牛のせわをしています。お
父さんはすごいなと思います。
　お母さんは、毎日かじをがんばってい
ます。家で作るお米はおいしいので、わ
たしはごはんが大すきです。お兄ちゃん
もお米が大すきで、いつもいっぱいおか
わりして食べています。
　少しでもお手つだいできたらいいな。
お父さん、おいしいお米を作ってくれて
ありがとう。いつまでも元気でいてくだ
さい。

　「がんばっているお父さんへ」
氏 家  みなみ

涌谷町 清	水		優
ゆ

	夏
か

	さん

　地元のＪＡに勤務し、貯金の窓口を担
当しています。感謝の気持ちを忘れず、
お客さま一人一人に笑顔で接客すること
を心掛けています。
　体を動かすことが好きで、地元の社会
人ソフトボールチームに所属してキャッ
チャーをしています。チームプレーで勝
利を目指す一体感がいいですね。
　時間をつくって、いろいろなところを
旅行したいと思っています。シンガポー
ルできれいな海とマーライオンを見てき
たいです。

感謝の気持ちを
忘れずに

（株式会社 渡辺採種場）

秋のおすすめ野菜

ダイ コ ン

栽培方法（秋ダイコン）
① 定植の 1 週間前までに畑作り・施肥をします。
② 畦は単条の場合、栽培型に適した畦幅で、高さ 15 ～ 20センチの

畦を準備します。
　畦を高くすることにより、排水を良くし、湿害を防ぎます。
③畦の中央に、栽培型に適した株間で、1 カ所に 3 粒ずつ播種します。
　覆土は 1センチ程度とし、きちんと鎮圧してください。
④ 本葉 5 ～ 6 枚目までに間引きを行い、1 本立ちにします。間引きが

遅れると軟弱徒長するので、遅れないようにしてください。
⑤間引き後は追肥し、株元がぐらつかないように土寄せします。
⑥播種後、55 日経過ごろからダイコンの収穫が始まります。
　 日当たりの良い所、悪い所、風の当たる所など、場所による生育差

があるので、畑を見ながら収穫を行います。

①早まき栽培
　生育中期にかけて高温下で
の栽培になるため、病害虫の
発生が多く、栽培管理が難
しい栽培型です。耐暑性のあ
る品種選定と防除がポイント
です。
施肥例（kg ／ 1アール）
化成肥料※ 4～ 5.3
ほう酸塩肥料48 50 ～150グラム
※野菜用高度化成肥料

（N：P：K＝15-15-15）の場合

栽植距離（センチ）
畦幅 60 ～70
株間 27～30

里
さと

の宮
みや

　根長37センチ、根径７センチ程度
で、首色は淡い鮮緑色です。
萎黄病、ウイルス病等の病害、
ス入り・空洞症等の生理障害
に強いです。

②普通まき栽培
　播種直後は高温ですが、最
も栽培しやすい栽培型です。
しかし、病害虫は早まき栽培
と同様に発生しますので、防
除を徹底します。
施肥例（kg ／ 1アール）
化成肥料※ 5.3 ～ 6
ほう酸塩肥料48 50 ～150グラム
※野菜用高度化成肥料

（N：P：K＝15-15-15）の場合

栽植距離（センチ）
畦幅 60
株間 24～27

本
もと

宮
みや

　根長40センチ、根径７～８センチ程
度で、首色はほぼ白首に近い
淡青色です。病害に強く、肉
質・食味が優れており、「お
でんダイコン」　としておすす
めです。他にサラダ・浅漬け
など。

③遅まき栽培
　生育初期から温度が下がっ
てくるので、伸長性と肥大性
に優れた品種選定がポイント
です。極端な遅まきは、短い
ダイコンになるので注意して
ください。
施肥例（kg ／ 1アール）
化成肥料※ 6.7～ 8
ほう酸塩肥料48 50 ～150グラム
※野菜用高度化成肥料

（N：P：K＝15-15-15）の場合

栽植距離（センチ）
畦幅 55～ 60
株間 24

蔵
くら

の宮
みや

　根長36 ～38センチ、根径7.5センチ
程度で、首色が淡い緑色です。
ス入りが極めて遅く、貯蔵用、
囲い用にとてもおすすめです。

（「蔵の宮」は３月まで貯蔵で
きます（宮城県の場合））

ダイコンについて
科　　名：アブラナ科
連作障害：あり（1 ～2年あける）
発芽適温：15 ～ 30℃
生育適温：17 ～20℃
畑作り例（kg ／ 1アール）
完熟堆肥 200 ～300
苦土石灰 15

畑の準備
　保水力があり、排水良好な膨軟で耕土の
深い畑がおすすめです。
　土中に石や未熟な堆肥等があると、ダイ
コンの根が伸びるときにぶつかり、奇形根
になることがあるので、完熟した堆肥を使
用し、大きな石等は取り除いてください。

「赤
あか
房
ふさ
」ミニダイコンご紹介！

施肥例（kg ／ 1アール）
化成肥料※ 3.3
ほう酸塩肥料48 50 ～150グラム
※野菜用高度化成肥料

（N：P：K＝15-15-15）の場合
栽植距離（センチ）
条間 12～15
株間 12～15

◎ 「オニオンマルチ3412」等を使用したマルチ栽
培がおすすめです。

　根長 15センチ前後、根径 3 ～ 4センチ程度で円
筒形に良くそろいます。皮は鮮赤色で白肉、
板葉で葉柄も赤いです。浅漬けや酢漬け、
サラダ等におすすめです。

栽培方法
① 定植の１週間前までに畑作り・施肥をし

ます。
② 畦幅 90センチ、高さ15～20センチの畦を準備し、

マルチを張ります。
③ マルチの植え穴１カ所につき３粒ずつ播

種し、覆土は１センチ程度とし、きちんと鎮
圧してください。

④ 本葉５～６枚目までに間引きを行い、１
本立ちにします。株元がぐらつかないよ
うに土寄せします。

⑤ 収穫サイズは根径３～４センチ程度で、５センチ
より太くすると “ ス入り ”しやすいので注
意してください。

※ プランター栽培もできます。

栽培型別！
品種の選定
＆

栽培ポイント

13 和み 2017. 7 和み 2017. 7 12



①
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
の
答
え

②
〒
・
住
所

③
氏
名
　④
年
齢

⑤
電
話
番
号
　

⑥
広
報
紙
に
対
す
る
ご
意
見
・
ご
感
想
な
ど

仙
台
市
青
葉
区
上
杉

　
　
　
　
　   

1
丁
目
8
の
10

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
宮
城

　
広
報
係 

行

9 8 0 0 0 1 162
（裏面）　　　 《記入例》 　　（宛先面） 三滝堂ふれあい公園

●

●

東和総合運動公園

登米森林公園

志
津
川
湾

気仙
沼線

三陸自動車道

233

172

342

346

342

398

45

登米東和IC 三滝堂IC

1

7

11 12

13

16 17

18

15

14

10

8 9

2 3 4

6

5

二重ワクのところに入った文字を組み合わせて、
一つの言葉にして下さい。

ヒント▶夏のレジャーの定番

　
は
が
き
に
記
入
例
の
と
お
り
明
記
の
上
、
ご

応
募
く
だ
さ
い
。
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
、

10
人
の
方
に
ク
オ
カ
ー
ド
を
差
し
上
げ
ま
す
。

◎
〆
切 

平
成
29
年
8
月
1
日（
当
日
消
印
有
効
）

　

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
や
広
報
紙
に
対
す
る
ご
意
見

や
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
情
報
提
供
な
ど
、
ク
ロ
ス

ワ
ー
ド
の
応
募
に
合
わ
せ
て
の
お
便
り
も
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

※ ご応募いただいた個人情報は、紙面づくり以外
の目的には使用しません。

　
登
米
市
の
三
滝
堂
ふ
れ
あ
い
公
園
は
、
東
和
町

米
谷
地
区
に
位
置
し
、
北
上
川
の
支
流
・
大
関
川

の
中
流
に
あ
り
ま
す
。

　
春
は
新
緑
の
中
の
散
策
、
夏
は
渓
流
で
の
水
遊

び
、秋
は
紅
葉
を
楽
し
み
な
が
ら
の
芋
煮
会
な
ど
、

四
季
折
々
の
楽
し
み
方
が
で
き
ま
す
。

　
園
内
に
は
、
ピ
ク
ニ
ッ
ク
に
最
適
な
芝
生
の
広

場
と
、
山
の
斜
面
を
利
用
し
た
フ
ィ
ー
ル
ド
ア
ス

レ
チ
ッ
ク（
わ
ん
ぱ
く
砦と

り
で）が
あ
り
、
子
ど
も
た
ち

に
大
人
気
で
す
。下
流
に
は「
ふ
く
ろ
う
の
森
キ
ャ

ン
プ
場
」
も
、テ
ン
ト
サ
イ
ト
の
ほ
か
、炊
事
棟
、

あ
ず
ま
や
、
温
水
シ
ャ
ワ
ー
、
ト
イ
レ
な
ど
が
完

備
さ
れ
、
水
の
流
れ
が
穏
や
か
で
小
さ
い
子
ど
も

た
ち
の
水
遊
び
場
と
し
て
最
適
で
す
。

　
近
く
に
は
、
三
陸
自
動
車
道
三
滝
堂
Ｉ
Ｃ
に
隣

接
し
た「
道
の
駅
三
滝
堂
」が
オ
ー
プ
ン
。
グ
ル
ー

プ
か
ら
フ
ァ
ミ
リ
ー
ま
で
幅
広
い
層
の
人
た
ち
が

楽
し
め
る
場
所
が
ま
た
一
つ
増
え
、
一
層
リ
ピ
ー

タ
ー
が
多
く
な
り
そ
う
で
す
。

◆ 

毎
回
特
集
に
は
感
心
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
今
回
の
仙
台
牛
特
集
に

は
な
る
ほ
ど
と
思
う
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

 

（
登
米
市
Ｉ
・
Ｈ
さ
ん
）

◆ 

父
が
生
前
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
世
話
役
を
20
年
以
上
し
て
お
り
、
私

も
結
婚
し
て
す
ぐ
火
災
保
険
に
加
入
し
て
も
う
50
年
に
な
り
ま

す
。
毎
回
「
和
み
」
を
楽
し
み
に
拝
読
し
て
お
り
ま
す
。

 

（
角
田
市
Ｉ
・
Ｓ
さ
ん
）

◆ 

野
菜
作
り
専
門
の
本
よ
り
も
、「
和
み
」
に
載
っ
て
い
る
栽
培
方

法
の
方
が
分
か
り
や
す
く
す
っ
き
り
し
て
い
ま
す
。

 

（
加
美
町
Ｈ
・
Ｙ
さ
ん
）

◆ 

多
賀
城
は
生
ま
れ
育
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
あ
や
め
園
に
は
以
前

行
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
ま
た
行
っ
て
み
た
い
で
す
。

 

（
大
和
町
Ｓ
・
Ｓ
さ
ん
）

◆ 

夜
の
お
か
ず
の
一
品
に「
わ
が
家
の
味
レ
シ
ピ
」を
見
て
早
速
作
っ

て
み
ま
し
た
。
と
て
も
お
い
し
く
で
き
た
の
で
、
わ
が
家
の
膳
に

も
昔
の
味
を
思
い
出
し
ま
し
た
。 

（
多
賀
城
市
Ｓ
・
Ｋ
さ
ん
）

 

お
た
よ
り
広
場

応  募  方  法

三滝堂ふれあい公園
（登米市）

◆問い合わせ先
　三滝堂ふれあい公園管理棟
　☎０２２０−４２−２８８２

 タテのカギ
❶宮城県の県庁所在地は○○○○市。
❷土や水を基に、私たちの食料になる動植物を育てる産業。
❸マンガ「妖怪ウォッチ」のキャラクターで「もんげー」が口癖。 
○○さん。

❹江ノ島電鉄線の愛称。
❺ＮＯＳＡＩ制度70周年 新キャッチフレーズは「備えの○○をまこ
う。」

❼犯人または容疑者を逮捕すること。○○をあげる。
⓫その土地に城があった跡のこと。
⓬自然の力を利用した夏場の省エネルギー対策。緑の○○○○。
⓭軸の回りを回転するようにした、輪の形をしたもの。
⓮語源は火の穂（ほのほ）だといわれている。
⓯穀物の脱穀や製粉、餅つきなどに用いる道具。
⓱「もし・・・ならば」を意味する英単語。

 ヨコのカギ
❶閑さや岩にしみ入る○○○○○。
❻素性の知れない者、役に立たない物を指す。
❽○○○に花が咲く。
❾1リットル＝10○○リットル。
❿資金を貸し付けるなどの信用を供与すること。
⓭航空機の飛行経路。
⓮ウグイスの鳴き声。○○ホケキョ。
⓯買うの対義語。
⓰相手の動作や言葉の合間にいれる別の動作や言葉。
⓲スマホの正式名称。

　

水
稲
を
50
㌃
作
付
け
す
る
傍
ら
、

自
宅
脇
に
あ
る
畑
で
野
菜
を
栽
培

し
、
毎
日
体
を
動
か
し
て
い
ま
す
。

キ
ャ
ベ
ツ
や
ハ
ク
サ
イ
な
ど
が
日
に

日
に
大
き
く
な
っ
て
い
く
の
を
見
る

の
が
、
私
の
楽
し
み
の
一
つ
で
す
。

　
近
所
の
人
に
お
い
し
か
っ
た
と
言

わ
れ
る
と
、
苦
労
し
て
作
っ
た
か
い

が
あ
り
ま
す
ね
。
こ
れ
か
ら
も
み
ん

な
に
喜
ば
れ
る
野
菜
を
作
り
た
い

で
す
。

　
今
年
、
共
済
部
長
に
な
っ
て
36
年

に
な
り
ま
す
。
体
が
元
気
な
う
ち

は
、
で
き
る
限
り
頑
張
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

▼ 

共
済
部
長
歴
36
年 

損
害
評
価
員
歴
36
年

▼ 

損
害
評
価
会
委
員
歴
８
年

　
水
稲
３・２
㌶
を
耕
作
し
、「
ひ
と

め
ぼ
れ
」
と
酒
米
の
「
蔵
の
華
」
を

作
付
け
し
て
い
ま
す
。

　
農
作
業
の
合
間
に
は
、
伐
採
作
業

や
土
木
解
体
作
業
の
手
伝
い
に
出
掛

け
て
い
ま
す
。

　
圃
場
整
備
や
国
道
工
事
、
堤
防
工

事
な
ど
の
復
旧
・
復
興
作
業
は
進
ん

で
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。し
か
し
、

夏
本
番
を
迎
え
て
も
、
大
谷
海
岸
で

は
未
だ
に
海
水
浴
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。

　
一
日
も
早
く
以
前
の
よ
う
に
多
く

の
観
光
客
が
訪
れ
る
、
に
ぎ
や
か
な

場
所
に
戻
っ
て
ほ
し
い
と
願
わ
ず
に

は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

石
巻
支
所

東
松
島
市
大
塩

佐
々
木
勝
治
さ
ん
（
74
）

迫
支
所

気
仙
沼
市
本
吉

齋
藤
　
栄
さ
ん
（
58
）

名取市
 渡辺喜

よ し

昭
あ き

さん・裕
ゆ

美
み

さん
 　　優

ゆ

菜
な

 ちゃん（４）
 　　楓

ふ う

佳
か

 ちゃん（２）
 　　尚

な お

喜
き

 く　ん（１）

　
「
こ
ん
に
ち
は
」
と
、
優
菜
ち
ゃ
ん
、
楓
佳
ち
ゃ
ん
、

尚
喜
く
ん
が
笑
顔
で
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。
３
人
は
外
遊

び
が
大
好
き
で
元
気
い
っ
ぱ
い
。撮
影
日
は
天
気
も
良
く
、

３
人
は
ト
マ
ト
を
両
手
に
抱
え
、
始
終
ご
機
嫌
で
し
た
。

ハ
ウ
ス
内
に
は
、
間
も
な
く
収
穫
を
迎
え
る
大
玉
ト
マ
ト

が
た
く
さ
ん
実
り
、
優
菜
ち
ゃ
ん
と
楓
佳
ち
ゃ
ん
は
「
お

い
し
い
よ
」
と
に
っ
こ
り
笑
い
ま
す
。

前
号
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
の
答
え
は

『
こ
い
の
ぼ
り（
鯉
の
ぼ
り
）』

        　
　
　
　
　
　
　
で
し
た
。

当
選
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

渡
　
辺
　
か
つ
こ
さ
ん
（
角
田
市
）

川
　
熊
　
き
み
子
さ
ん
（
加
美
町
）

髙
　
橋
　
富
貴
子
さ
ん
（
加
美
町
）

早
　
坂
　
佳
　
奈
さ
ん
（
大
崎
市
）

大
　
和
　
公
　
子
さ
ん
（
栗
原
市
）

氏
　
家
　
哲
　
子
さ
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冷やしうどんの
トマトソースかけ

★	トマトソースは冷・温のどちらでも楽しめます。
　旬のトマトをふんだんに使っています。

本　　所　〒 980-0011 
仙台市青葉区上杉1-8-10 
TEL 022-225-6701
県南支所　〒 981-1505 
角田市角田字町田１１３ 
TEL 0224-63-2012
宮城中央支所　〒 983-0821 
仙台市宮城野区岩切字昭和東 112-3 
TEL 022-396-3070
亘理名取支所　〒 989-2301 
亘理町逢隈中泉字一里原 28-8 
TEL 0223-34-5031
六の国支所　〒 981-4265 
加美町字矢越 226 
TEL 0229-64-1380

大崎支所　〒 989-6166 
大崎市古川東町 5-37 
TEL 0229-22-2141
栗原支所　〒 987-2203 
栗原市築館字下宮野中田 100 
TEL 0228-23-7111
迫 支 所　〒 987-0512 
登米市迫町森字平柳 34-88 
TEL 0220-22-8411
石巻支所　〒 986-1111 
石巻市鹿又字曽波の神前 172 
TEL 0225-75-2331
県南家畜診療センター　〒 989-0731 
白石市福岡深谷字桜丘前１０ 
TEL 0224-25-4565

中央家畜診療センター　〒 989-6251 
大崎市古川小野字嵐山 26-1 
TEL 0229-28-2581
県北家畜診療センター　〒 987-0511 
登米市迫町佐沼字中江 1-3-1 
TEL 0220-22-2790
家畜診療研修所　〒 981-3602 
大衡村大衡字平林 39-4 
TEL 022-345-2241

宮城

＊料理紹介者　
　多賀城市		
　櫻井	ゆき子さん

作 り 方

（トマトソース）
❶  フライパンを熱しオリーブオイルを入れ、弱火でニンニクを炒め、タマ

ネギを入れて中火で色が付くまで炒める。
❷  パプリカ、ナス、シメジ、ベーコンを入れ軽く炒め、トマト、ニンジン、

赤ワイン、ワインビネガー、トマトケチャップを入れて混ぜ合わせふた
をして10分ほど中火で煮込む。

❸  オリーブオイル、塩・コショウ、ハーブミックスで味を調え、火を止め
たらあら熱を取り、冷蔵庫で冷やす。

（冷やしうどん）
❶  うどんをゆでて冷水で冷やし水を切り、バジルソースとオリーブオイル
を和えて冷蔵庫で冷やす。

（トッピング用野菜など）
❶  フライパンを熱しオリーブオイルを入れ、トマト、ナス、インゲンを中
火でソテーし、塩・コショウで味を調えて最後にバターで香り付けした
らあら熱を取って冷蔵庫で冷やす。

❷  卵はゆでて粗く切る。

器に冷やしうどんを盛ってトマトソースをかけ、ソテーした野菜などを
載せ生イタリアンパセリをトッピングしたら出来上がり。

材 料 （ 2 人 分 ）

讃岐うどん	………………………………２束
卵………………………………………… １個
トマト	……………… １個（１㌢幅の輪切り）
ナス	………………… １個（１㌢幅の輪切り）
インゲン	………………５本（３㌢幅に切る）
バジルソース	……………………… 大さじ１
オリーブオイル	 …………………… 大さじ１
塩・コショウ	……………………………適量
バター	……………………………… 小さじ１
生イタリアンパセリ（ハーブ）	 …………適量
〈トマトソース〉
トマト	………… ４個（湯むきし裏ごしする）
ニンニク	……………… ２片（スライスする）
タマネギ	……………… １個（スライスする）
ニンジン	……………… 1/2本（すりおろす）
パプリカ（赤・黄）	…… 各１個（角切りする）
ナス	……………………… １個（角切りする）
シメジ	…………………………１株（ほぐす）
ベーコン	…… 150㌘（２㌢ほどの短冊切り）
赤ワイン	……………………………… 100cc
ワインビネガー	…………………… 大さじ２
トマトケチャップ	 ……………… 1/2カップ
オリーブオイル	 …………………………適量
塩・コショウ	……………………………適量
ハーブミックス	 …………………………適量


